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令和５年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等

1　履行確認

2　サービス水準の確認

3　事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

総合評価

A1

施設の利用状況

運営業務の実施状況

管理業務の実施状況

令和３年４月１日～令和８年３月31日

魅力創造部文化国際課

指定管理期間

施設所管課名

基本協定書に基づき、施設管理を適切に実施した。

自主事業では市民団体の特性を活かし、クラシック音楽を学ぶ次代の新人演奏家を育成・紹介するフレッシュコンサート、子どもに特化した事業な

どを実施。受託事業では、小学生から高校生までが参加するジュニアコンサート、館の音の響きを感じられる弦楽器の演奏会などを実施した。ま

た、岸和田城下町サミット委員会の参加団体として、７月に開催された「岸和田城下町七夕まつり2023」のなかで「七夕まつりのお話」を実施し、

岸和田城周辺の賑わいづくりに取り組んだ。なお、今年度も年４回機関誌を発行し、岸和田の文化・芸術について情報を提供した。

R３：8,800人　R４：17,417人　R５：13,580人

使用料収入　R３：1,926,950円　R４：2,076,550円　R５：2,279,750円

令和元年度の後半から新型コロナウイルスの影響を受け利用者数ならびに収入が減少していたが、令和３年度以降徐々に回復し、コロナ前の状

態に近づき、維持している。

A1施設管理、事業ともに協定に沿った運営を実施した。

A2適切に提供している。

A 事業計画に沿った経営を行っている。

自泉会館は、長らく市民の文化活動の発表の場として活用されている施設である。指定管理者は、施設の特徴を熟知し、それを活かした文化振興事業を

展開している。

また、564人の見学者に対し、リーフレットの配布・説明・案内を実施し、国の登録有形文化財である館の周知に努めるとともに、利用者の高齢化をうけ、展

示用ローリングタワーに手すりを設置、階段梯子を購入するなど、館利用者が快適・安心して活動できるよう取り組んだ。

岸和田文化事業協会指定管理者名

岸和田市立自泉会館（岸和田市岸城町５番10号）施設名（所在地）

引き続き市民主体の事業を推進し、施設を活用した文化振興事業の充実を図るとともに、新しい時代にそった管理運営を意識し、地

域の魅力づくりに貢献する事業に取り組む。

また、緊急時・危機管理マニュアルの点検や、マニュアルに沿った訓練を実施し、施設・利用者の安全の強化に取り組む。

業務実績を振り返り、今年度
どのような取組みを実施する
予定か（今年度の事業計画書
等に反映された点）。

岸和田市文化振興計画　該当ページP56施設運営の根拠となる計画等

公募公募/非公募

12,500,000円指定管理料


